
表示荷重以上の荷重をかけな
いで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れが
あります。

■

不安定な場所に設置しないで
下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したりして、
怪我をする恐れがあります。

■

キャスター付での移動時
は、天板の上に物を置い
たり、作業はしないで下
さい。また、運搬に使用し
ないで下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下した
りして、怪我をする恐れがあります。

■キャスター付での使用時
は、“キャスターの耐荷重”
“作業台の耐荷重×½”の
どちらか小さい方の荷重
以下で使用して下さい。

■

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

側面や正面からの大きな
力をかけないで下さい。

■

屋外や水のかかる場所に設置
せず、また濡れたものを置かな
いで下さい。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、品質
が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、倒れ
たりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載
物が落下したりして、怪我をする恐れが
あります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れ
があります。

■ 作業台の切断、改造をしな
いで下さい。

作業台が不安定になり、危険です。また、
切断のバリ等で怪我をする恐れがありま
す。

■

作業台の上横桟・下棚の端
面を素手で触らないで下
さい。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。

■

表示耐荷重内であっても、
一部に集中荷重をかけな
いで下さい。

■

天板面は必ず水平になる
よう、アジャスターを調節
してご使用下さい。

■

組み立ては、この組立・取扱説
明書に記載の組立手順に従っ
て下さい。

■

脚部の隙間に指を入れな
いで下さい。

■

スパナ
（対辺24）

スパナ
（対辺24）

ナット

水平調節後、アジャスタ
ーⓒのナットをスパナ（対
辺24）で脚ⓑの根元まで
締め付けて下さい。

注）W=900,1200タイプは、中天補強は不要
必要工具（アジャスター締付用）

スパナ（対辺24）

組立完了後作業台を起こし、任意の場所に設置してアジャスターⓒで
水平調節を行い、アジャスターⓒに付いているナットをスパナ（対辺
24）で脚ⓑの根元までしっかり締め付け、脚4本が床面に接地してい
るのを確認して下さい。
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傾いた状態で作業台に取り付けないで下さい。
傾いた状態で取り付けますと、引出しが勝手に開いたり閉まったり
して、怪我をする恐れがあります。

引出しに足をかけたり、本体の上に乗ったりし
ないで下さい。

引出しが破損・変形し、怪我をする恐れがあります。

用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

■

■

■

表示荷重以上の荷重をかけないで下さい。
一度に複数の引出しを引き出さないで下さい。

重心が偏り、作業台ごと転倒して破損・変形し、怪我をする恐れが
あります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。
側面や正面から大きな力をかけないで下さい。

引出しが破損・変形し、怪我をする恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また濡れた
物を置かないで下さい。

一部に集中荷重をかけないで下さい。

引出しにサビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下する恐
れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に記載の組立
手順に従って下さい。

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり、作業台を起こした際に落下
して、怪我をする恐れがあります。

引出しの切断、改造をしないで下さい。
引出しが不安定になり危険です。また、切断面のバリ等で怪
我をする恐れがあります。

引出しの底面・内側を素手で触らないで下さ
い。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあります。

化学薬品や薬物を扱う作業には使用しないで
下さい。

腐食・変質などにより、引出しの品質が著しく低下し、作業者の
健康を害する恐れがあります。

引出しの角に足などをぶつけないようにして
下さい。

引出しが破損・変形したり、怪我をする恐れがあります。
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